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教育委員会６月定例会会議録 

日 時  令和元年６月１７日（金） 午後３時００分から午後４時００分まで 

場 所  市役所１１階南会議室 

出席者 

（教育委員） 

教 育 長  塩 﨑 政 江 教育長職務代理者  村 山 昌 暢 

委 員  湯 澤 晃 委 員  奈 良 知 彦 

委 員  石 井 裕 美 

（事 務 局） 

教 育 次 長  堀 越 規 子 指導担当次長  山 中 茂 樹 

総 務 課 長  田 村 聡 史 教育施設課長  井 野 寿 志 

文化財保護課長  田 中 隆 夫 学校教育課長  都 所 幸 直 

生涯学習課長   若 島 敦 子 青 少 年 課 長  渡 邉 隆 志 

総合教育プラザ館長  板 橋 均 図 書 館 長  伊 井 直 文 

前橋高等学校事務長  小 澤 昭 夫  
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これより前橋市教育委員会６月定例会を開会いたします。 

 

直ちに本日の会議を開きます。 

 

５月定例会の会議録については、既に配付済みであります。記載事項に

異議等ありませんか。 

 

（ 異 議 な し ） 

 

異議のないものと認め、承認いたします。 

 

日程第一。会期の決定ですが、本会議の会期は、本日一日といたしま

す。 

 

日程第二。会議録署名委員の指名ですが、本日の署名委員に奈良委員と

石井委員を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

日程第三。教育長提出の諸報告について、報告いたします。 

はじめに、教育長より総括的報告を申し上げます。 

 

総括的報告 

総括的報告を申し上げます。お手元にレジュメを配付させていただき

ましたのでご覧ください。 

 一点目は、５月２３日及び２４日に富山県の富山国際会議場において 

第７１回全国都市教育長協議会定期総会及び研究大会が開かれ、参加い

たしました。初日は、文部科学省初等教育局企画課長から文部科学省の各

事業の説明がありました。ポイントとすると、①教育委員会制度につい

て、②新しい時代における初等中等教育の在り方について、③新学習指導

要領について、④働き方改革について、⑤情報化教育における情報につい

て、⑥高校生会議について、⑦いじめ、不登校、虐待について、⑧夜間中

学などの説明がありました。その後、各分科会に分かれましたが、各分科

会には文部科学省の担当官が２名入り、発表等に助言や説明等を行って

いました。私は学校教育分科会に参加しましたが、その分科会の中で、新

しい言葉として「遠隔教育」という言葉が出ていました。遠隔教育を行う

ためには、ICT教育が必要となるといった内容でした。また、スクールロ

イヤーについては、国でも進めているが上手く進んでいないので各市で

推進してほしいといった内容でした。 

 実践発表では、四日市市の教育長と富山県南砺市の教育長がそれぞれ

発表を行いました。四日市市は四日市市版コミュニティスクールとして

取組を平成１８年度から行い、令和３年までには全ての学校が推進する
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教 育 長 

文化財保護課長 

ことになっていると報告がありました。富山県南砺市は規模が小さい市

ではありますが、遠隔教育について一人一台のタブレットパソコンを持

って学習に望み、小規模の学校の中でも情報を共有していると報告があ

りました。 

二点目は、第２回定例市議会が５月３０日から６月１８日まで開かれ、

その中で総括質問が６月６、７、１０日の３日間ありました。総括質問の

一覧はお配りしているので項目を見ていただければ内容は分かると思い

ます。今回は、子どもたちの安全、教育施設、公民館等の社会教育施設、

臨江閣やその他の文化財施設のことなどが話題となりました。また、新学

習指導要領に向けて、英語や道徳などの新しい学習への取組などの質問

もあり答弁いたしました。 

 三点目は、市立前橋高等学校の創立９０周年記念式典が５月２４日の

午後１時から市立前橋高等学校で行われました。式典に参加いただいた

教育委員の皆さまにはお礼を申し上げます。生徒の態度も立派で、前向き

な姿勢が伺える立派な式典でした。 

 最後ですが、前橋市PTA連合会定期総会が５月２４日の午後４時から前

橋テルサで行われました。総会では、長い間会長だった吉澤氏が顧問とな

り新たに東小学校PTA会長の狩野氏が会長として選任されました。PTA活

動についても、前向きに進んでいくことが感じられる総会でした。 

以上です。 

日程第四。教育長提出の議案を上程いたします。 

それでは、議案第１２号から議案第１４号までを議題といたします。説

明をお願いします。 

議案第１２号 前橋市文化財調査委員の委嘱について 

前橋市文化財保護条例第１０条の規定により、前橋市文化財調査委員を

委嘱しようとするものでございます。 

文化財調査委員は、前橋市文化財保護条例第９条に規定されております

ように、文化財の保存及び活用に関する事項を調査研究し、これらに関し

教育委員会に意見を具申することをその職務としております。 

現在の委員の任期が、令和元年６月３０日をもって満了になりますの

で、これに伴い委嘱しようとするものであります。 

委嘱しようとする方は、岡田昭二、能登健、右島和夫、村田敬一の４名

です。全員の方が再任でございます。 

委嘱期間は、令和元年７月１日から２年間であります。 

文化財調査委員による活動は、前橋市の文化財保護行政を進める上で、

重要な位置を占めるものです。文化財調査の専門性、継続性を図る上から

も、この４名を委嘱したいと考えておりますので、よろしくご審議のほど

お願い申し上げます。 
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教 育 長 

 

 

奈 良 委 員 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

議案第１３号 前橋市社会教育委員の委嘱について 

前橋市社会教育委員につきましては、社会教育法第１５条並びに前橋

市社会教育委員条例第２条、第３条及び第４条の規定に基づき、「学校教

育及び社会教育の関係者」、「家庭教育の向上に資する活動を行う者」、

「学識経験のある者」の中から、教育委員会が委嘱しております。 

現在の委員の任期が令和元年６月３０日で満了となることに伴い、今

回新たに委嘱を行おうとするものでございます。 

このたび、委員を委嘱しようとする者につきましては、三好玲子氏以

下、４ページの「前橋市社会教育委員委嘱予定者名簿」に記載の１２名と

なります。 
委嘱する委員の任期につきましては、令和元年７月１日から令和３年６

月３０日までの２年間となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 
 

議案第１４号 前橋市公民館運営審議会委員の変更に伴う委嘱につい

て 

前橋市公民館運営審議会委員につきましては、社会教育法第２９条及

び第３０条並びに前橋市公民館条例第８条、第９条及び第１０条の規定

に基づき、「学校教育及び社会教育の関係者」、「家庭教育の向上に資す

る活動を行う者」、「学識経験のある者」のうちから、教育委員会が委嘱

しております。 

このたび、委員を委嘱しようとする者につきましては、委員の推薦をい

ただいております関係団体のうち、前橋市中学校長会、前橋市自治会連合

会の役員に交代がありましたことに伴い行おうとするもので、前橋市中

学校長会、推薦の村島剣次氏、前橋市自治会連合会、推薦の蜂巣孝雄氏の 
２名を委嘱しようとするものでございます。 

委嘱する委員の任期につきましては、令和元年７月１日から、前任者の

残任期間であります令和２年６月３０日までとしようとするものでござ

います。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 
 
ただいま提案説明のありました議案について質疑に入ります。ご意見

等ございましたらお願いします。 

 

社会教育委員の委嘱について説明がありましたが、名簿を見ると学生

の委員がいます。今まで社会教育委員で学生だった方はいますか。また、

今回委嘱される方の社会教育の活動状況を教えてください。 

 

社会教育委員を学生に委嘱することは初めてです。これは、前回の社会

教育委員からの提言に「公民館に若い世代を取り組むことが必要」という

意見があったことを受け、今回学生である石関氏を委嘱するものです。石

関氏の主な活動状況は清里公民館において人材バンクに登録しており、

自身の得意である英語教室を子ども向けに行っています。また、第一コミ
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奈 良 委 員 

生涯学習課長 

奈 良 委 員 

教 育 長 

石 井 委 員 

生涯学習課長 

石 井 委 員 

村 山 委 員 

ュニティセンター主催の英語教室の講師としても活躍されている方で

す。 

今後若い世代の意見が反映できることは良いことだと感じました。併

せて、同じく今回委嘱される社会教育委員のラウラ氏についても活動状

況などを教えてください。 

外国人の方の社会教育委員委嘱は学生と同様に初めてです。ラウラ氏

は５年ほど前に本市文化国際課の国際交流員として３年間勤めた後に、

現在は国際交流協会の専門員として活動されています。ラウラ氏はイタ

リア出身ですが、日本及び前橋市に非常に思い入れがある方です。今回

の委嘱については新たな国際交流という視点から外国人の方を委嘱しよ

うとするものです。 

国際交流が進んでいる中で視点が違う見方があり、今後の社会教育に

期待ができると感じました。 

今後本市における社会教育をどのように進めていくかと考えていく中

で、前橋市にもたくさんの外国人の方がいますので、ラウラ氏から様々な

視点からの意見が期待できると思っています。また、昨年度から社会教育

委員の協議内容は「高校生や大学生などの若い世代をどう社会で活躍さ

せるか」となっています。ラウラ氏も若い世代でありこの視点からの意見

も大いに期待しています。 

同じく社会教育委員について質問します。今回の委嘱者の中に２名の

公募委員がいますが、公募者数と選考基準を教えてください。 

社会教育委員の公募人数は２名でございます。そこに公募者が２名あ

り、選考した結果委嘱させていただくことになりました。公募委員の三上

氏は若者の就労支援関係の仕事に就いており、社会教育に関心があると

のことです。また、剣持氏は石関氏と同様に現在大学生です。剣持氏は高

校生の頃から学習支援などのボランティア活動を行っている方です。 

社会教育に関心がある２名の公募者のようなので今後が期待できると

感じました。 

社会教育委員と公民館運営審議会委員の名簿を見てみると、両方の名

簿に名前が記載されている森谷氏がいますがどのような経緯で併任して

いますか。 
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生涯学習課長 

教 育 長 

文化財保護課長 

教 育 長 

教 育 長 

教 育 長 

教 育 長 

総 務 課 長 

森谷氏については、先に社会教育委員になっていただいていました。社

会教育委員は社会教育の全体の方向性や理念を協議や審議いただく場所

となっています。それに対して公民館は実際に行動に移す場所であるた

め、森谷氏が公民館運営審議会委員になっていただくことでより公民館

に伝わりやすくなっていくと考え委嘱しようと考えたものです。 

文化財調査委員について、委員の専門分野があれば教えていただきた

い。 

能登氏は過去群馬県埋蔵文化財調査事業団時に実際に女堀を掘った方

です。また、右島氏は前橋市総社古墳群の調査を行った方です。今回委嘱

しようとする４名の方はそれぞれ高い専門性を持った方々で本委員に適

任と考えております。 

他になければ、以上で質疑を終了します。 

それでは、議案第１２号から議案第１４号について、原案どおり可決す

ることに異議ありませんか。 

（ 異 議 な し ） 

異議のないものと認めます。 

よって、議案第１２号から議案第１４号について原案どおり可決いた

します。 

日程第五。その他について報告事項がございます。説明をお願いいたし

ます。 

その他１ 行事について 

行事についてご説明させていただきます。議案書７ページをご覧くだ

さい。７月の行事予定ですが、７月１７日水曜日午後１時３０分より教育

委員会７月の定例会と午後３時より第２回総合教育会議を予定しており

ます。場所は３階３１会議室ですので、よろしくお願いいたします。（ほ

か、資料の主だった予定を紹介） 

続いて議案書の８ページをご覧ください。８月の行事予定ですが、８月

１６日金曜日午後３時００分より教育委員会８月の定例会を予定してお

ります。場所は１１階南会議室ですので、よろしくお願いいたします。

（ほか、資料の主だった予定を紹介） 

行事につきましては以上です。 
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前橋高等学校事務長 

青少年課 長 

その他２ 前橋高等学校海外研修事業について 

前橋高等学校海外研修事業目的ですが、国際化社会に対応し、市立前橋

高校の生徒を海外の学校へ派遣することにより、英会話力の向上と異文

化体験を通して、視野の拡大と国際理解の推進を図るため実施するもの

です。 

研修期間につきましては７月３０日から８月１２日までの１４日間で

す。昨年度までは３週間でしたが、引率教諭や部活参加生徒の負担軽減を

図るため、また、７月下旬の学習合宿に参加ができ、８月の学校休業日と

も重ならない日程とするため、２週間としました。 

研修先ですが、オーストラリアクイーンズランド州ブリスベン近郊を

予定しております。研修校はまだ決定しておりませんが、バーンサイド高

校が有力です。 

研修人数ですが、研修生１０人と引率教諭１人の合計１１人です。内訳

は、１年生の男子２人・女子２人、２年生の男子１人・女子５人です。 

自己負担金ですが、昨年度と同じく１７万円の個人負担としています。 

研修生の決定方法ですが、今年度は１０人、うち男子３人から応募があ

り、筆記試験、作文、英会話での面接等を行い、校内で組織する海外研修

委員会で学習成績等を点数化し、総合的に判断して決定いたしました。 

事前研修等予定ですが、４月１０日から７月２４日までの期間で、保護

者同伴研修１回を含む、計１２回の事前研修を行い、ホームステイや海外

研修での心構え、オーストラリアの文化、英会話練習等を学習します。ま

た、帰国後は、１０月２４日に校内報告会、１１月１６日、１７日には、

まえばし学校フェスタの中で帰国報告会、体験発表会を予定しておりま

す。 

研修事業日程につきましては、資料１０ページに掲載させて頂きまし

たので、後ほどご覧頂ければと思います。なお、７月３０日午後１時より 

本校大会議室にて、海外研修の出発式を行いますので、委員の皆様にはお

忙しい中誠に恐縮ですが、ご案内させていただきますのでご臨席いただ

けますよう、よろしくお願い申し上げます。 

その他３ 令和元年度中学生海外研修事業について 

中学生海外研修事業の目的は、多様な文化との交流や生活体験を通し

て語学力の向上を図るとともに、国際感覚を身につけた青少年を育成す

ることです。 

研修は、８月２日から１６日まで、オーストラリア・シドニーで実施い

たします。今年度は現地の受入校は２校を予定しており、現地での１３日

間の研修のうち、６日間は２０人ずつに分かれて実施する予定です。参加

する研修生４０人は、２回の選考を経て決定いたしました。なお、引率者

は６人で、団長は青少年課長、副団長の生涯学習課長、事務担当の青少年

課指導主事のほか、市立中学校から男性１人、女性２人の教諭が同行する

ことになっております。 

 日程については、６月１日に結団式と第１回の事前研修を行いました。

今後、出発までに、ALTや共愛学園前橋国際大学の学生ボランティアによ

る英会話指導、「English Village Maebashi」での英会話研修など、語学

力の向上や日本文化の理解を目的とした研修を行ってまいります。 

オーストラリアでの研修内容は、資料１２ページのとおりです。研修生
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教 育 長 

教 育 長 

教 育 長 

奈 良 委 員 

学校教育課長 

奈 良 委 員 

はホームステイをしながら、英語研修のほか、現地校の授業への参加や小

学校訪問、スポーツ交流等を行う予定です。２校に分かれますが、活動は

同様の内容で行う予定です。 

帰国後の研修は、１１月に行われる「まえばし学校フェスタ」の中で帰

国報告会・体験発表会を実施するとともに、学校の文化祭や地域の健全育

成会議等でも広く研修成果を発表します。また、研修生には、国際交流協

会主催の事業に参加するなど、本市の国際交流活動の中心としての活動

が期待されます。  

総務課からの行事予定で、次回の定例会についてですが、７月１７日

（水）午後１時３０分ということでよろしいでしょうか。 

（ 異 議 な し ） 

では、７月定例会については７月１７日（水）午後１時３０分からと決

定します。 

また、８月定例会については８月１６日（金）午後３時から予定するこ

とで、よろしいでしょうか。 

（ 異 議 な し ） 

では、８月定例会については、８月１６日（金）午後３時からというこ

とで、お願いいたします。 

ほかに、ただ今の報告について質疑等ございますでしょうか。 

行事予定における８月１１日から１７日までの完全休業日について

は、教員の多忙化解消に繋がる非常に良い手段だと思います。また、子ど

もたちも自分自身の活動ができる期間だと思います。そこで、この期間に

おける教育委員会と学校との連携方法など緊急時の対応について教えて

いただきたい。 

保護者からの緊急時の連絡については、二つの手段で対応を考えてい

ます。一つ目は、学校の電話にボイスワープという転送機能が付いている

ので校長及び教頭の電話番号を登録し対応するものです。二つ目は、市役

所代表番号に電話することで当直から学校教育課の各係長に連絡を入れ

てもらい、そこから校長に連絡を入れる方法を考えております。この件に

ついては６月の校長会議でも再度周知いたします。 

夜間と昼間の対応が事前に準備出来ているということで安心しまし

た。保護者にとっても安心できるものとなっていると思います。 
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教 育 長 

学校教育課長 

教 育 長 

石 井 委 員 

青少年課 長 

教 育 長 

石 井 委 員 

湯 澤 委 員 

青少年課 長 

前橋高校事務長 

８月の完全休業日は８月１１日（日）から８月１７日（土）となってい

ますが、実際には８月１０日（土）も休みですが、完全休業日との違いは

ありますか。 

完全休業期間中は学校では事業や部活動を一切行わないことになって

います。しかし、中学校などは全国大会に出場する部活も出てくる可能性

もあることから、特例として完全休業期間に部活を認めるケースもあり

ますが基本的には一切何も行わないことになっています。 

前橋市は何年も前から完全休業日を設けていることから学校現場では

定着していると思います。特別な事案が発生した場合には柔軟に対応を

お願いしたいと思います。 

８月２０日の第１回成人祝企画運営委員会について内容を教えていた

だきたい。 

各中学校から選ばれた運営委員２３名と次年度の運営委員予定者２３

名の合計４６名全員が顔を合わせる会議となっています。この会議では

これからの計画について、自分たちで内容を考えることになります。会議

の回数は成人祝当日を含めると全部で１０回を予定しております。 

成人を迎える人たちが自分たちで企画運営することは前橋市の特色だ

と思っています。 

主体的に成人祝を行うということで式が楽しみです。 

海外研修事業の経費について質問します。自己負担金について、高校で

は１７万円、中学では１８万円となっていますが全体の経費及び前橋市

の負担割合を教えていただきたい。 

中学生海外研修の自己負担金については、数年前に検討した経緯があ

ります。当時の生徒負担割合は４割でしたが、現在、レートや物価の変動

により負担割合は４割を若干超えている状況となっています。結果とし

て前橋市は半分以上負担していることになります。 

前橋高校海外研修の自己負担金は、平成３０年度は約４割でしたが、今

年度についてはホームスティ費用の高騰があり本来なら自己負担金が上

がってしまうところでしたが、研修期間が３週間から２週間に短くな っ

ているのに自己負担金が上がってしまうのは理解が得られないため、１

７万円の自己負担金として据え置きにしております。 
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教 育 長 

 

 

村 山 委 員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

奈 良 委 員 

 

 

青少年課 長 

 

 

 

 

奈 良 委 員 

 

 

村 山 委 員 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

総合教育プラザ館長 

 

前橋市の海外研修事業については、できる限り色んな生徒が研修に参

加できるように配慮しているということです。 

 

前橋市中学校総合体育大会開会式についてお聞きします。今年度から

暑さ対策により室内で開会式が行われるようですが、どのような点に配

慮されるのでしょうか。 

 

開会式を室内に変更したことにより、参加する生徒を３年生に絞りま

した。市内には２２校の中学校がありますので３，０００人近くの３年生

が参加する予定です。また、例年、開会式には吹奏楽部の演奏を取り入れ

ていましたが、今年度はCDを使用することとしています。 

 

７月２０日の児童文化センターの夏季教室について内容を教えていた

だきたい。 

 

毎年この時期に子どもたちに豊かな体験をしてもらうために様々な教

室を企画しております。例えば、勾玉作りや水中の微生物の観察など全部

で１６教室を予定しています。各教室は２０人から３０人の子どもたち

が参加しております。 

 

大変楽しそうな企画ですね。その後の夏休みの過ごし方も変わってく

るかもしれませんね。 

 

生涯学習フェスティバルについて内容を教えてください。 

 

前橋市では各地域で生涯学習を推進してもらう目的で各自治会から推

薦をいただいた方に「生涯学習奨励員」として委嘱しています。その方た

ちが中心となり、日ごろの生涯学習の成果を発表する場として生涯学習

フェスティバルを開催しております。内容としては、ダンスや楽器の演奏

などの他に、各地域で取り組んでいる生涯学習活動をパネルにしたパネ

ル展や生涯学習奨励員が中心となって発行している広報誌の展示なども

あります。また、割りばし鉄砲や折り紙などの昔遊びを子どもたちに体験

してもらうコーナーもあります。昨年度二日間の参加者は２，７００人と

なっています。 

 

８月７日から始まります総合教育プラザの「平成の学校教育」について

説明をお願いします。 

 

まえばし教育の日の関連事業として、「平成の学校教育、教科の新設と

学校週５日制の導入」と題して企画展を行います。具体的な内容として
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教 育 長 

 

 

奈 良 委 員 

 

 

図 書 館 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈 良 委 員 

 

 

 

教 育 長 

 

教 育 長 

 

は、小学校で平成４年度に「生活科」、平成１４年度に「総合的な学習の

時間」、平成２３年度に「外国語活動」が新設されました。中学校では平

成１４年度に「総合的な学習の時間」が新設されました。 

平成２７年度には道徳の教科化が示され「特別の教科道徳」として、小

学校で平成３０年度に、中学校では３１年度から実施されることになり

ました。 

そして、児童生徒の学校生活を大きく変えた施策としては、平成４年度

から段階的に導入され、平成１４年度に完全実施となった「学校週５日

制」があげられます。 

今回の企画展は平成の時代に新設された教科等の学習が市内の小中学

校でどのように展開されてきたのかを教育制度の変革を踏まえて、使用

された教科書や教材等の展示を通して振り返るものであります。 

 

今回平成から令和に時代が変わったのに合わせ、約３０年間の学校教

育を振り返ることができる楽しみな企画になっていますね。 

 

 図書館の活動が非常の盛んな様子ですが、夏のイベントについて教え

てください。 

 

７月１３日に実施します「夏のこどもフェスティバル」は小学生以下が

対象となっています。また、７月３０日の「見つけた！お気に入りの一

冊」は学校教育課の指導主事と連携を図り、小学１年生と２年生を対象に

読書感想文などの書き方などを企画しています。また、８月２９日のぬい

ぐるみのおとまり会では小学２年生以下を対象にしています。内容とす

ると参加者のお気に入りのぬいぐるみを図書館に泊めて、その間ぬいぐ

るみが本を選んだという設定で翌日参加者が迎えに来たときにぬいぐる

みと一緒に本を貸し出すといった内容になっています。この企画は人気

があり１２月にも企画する予定となっています。 

 

ふれあいが少なくなっている。たくさんの人が集まったり、人の話を聞

いたり、自分の話をする機会が少なくなっているのでこのような企画を

今後も続けてほしいと思います。 

 

他になければ、以上で質疑を終わります。 

 

以上をもちまして教育委員会６月定例会を閉会いたします。 

 

（午後４時００分） 

   




